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本講演では、学会ではあまり知られていない正方晶ジルコニア開発黎明期の開発史を述べる。 
この時期の開発をリードしていたのは、自動車排気ガス用酸素センサを開発していた技術者である。そ

の開発の中で部分安定化ジルコニアの低温劣化現象を最初に発見したのは自動車メーカーで、1977 年の

ことだった。この現象が最初に公表されたのは 1979 年の公開特許 1)である。 
低温劣化はジルコニアの結晶粒子径を小さくすることで低減できると最初に言及したのは、1981 年公

開の著者の特許 2)である。著者は 1979 年に低温劣化は水によって促進されることを発見し、オートクレ

ーブ加速劣化試験を始めていた。その結果、結晶粒子径を小さくすると正方晶となり、劣化が少なくな

ることを見い出し、正方晶ジルコニアの特許出願に至った。その特許は出願から 10 年後に登録とな

り、さまざまな製品がライセンス生産された。 
学会では 1981 年に初めて部分安定化ジルコニアが低温劣化を起こすことが報告された 3)。低温劣化と結

晶粒子径の関係が論文で初めて発表されたのは 1983 年のことであった 4)。さらに同じ年、ジルコニアセ

ンサの寿命試験のため、水熱条件で試験しているところがあるということが、セラミックス誌に掲載さ

れた 5)。それ以降、低温劣化と水の関係についての論文が多数発行された。 
このように、企業で先行していた正方晶ジルコニア開発の状況と、その情報が学会に伝わっていった

経緯などを述べる。 
また本公演では、著者が次世代ジルコニア創出社会連携に期待することも述べる。 
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